
 

令和４年 12 月 21 日 

東京都立墨東病院 

明 治 薬 科 大 学 

 

 

 

 

連携研究センターを開設しました 
 

 この度、墨東病院と明治薬科大学は、令和４年８月に締結した包括連携協定に基づく取

組として、「墨東病院・明治薬科大学連携研究センター」を開設しましたので、お知らせし

ます。 

同センターにおける連携事業では、臨床現場で得られる知見を活用した薬学研究を通じ

て研究成果を広く社会へ還元するとともに、臨床に強い薬剤師の育成及びスキルアップ、

さらには、病院薬剤師の意欲向上支援など人材の育成・確保に取り組んでまいります。 

 

１ 開設日 

令和４年１２月２０日（火曜日） 

 

２ 連携研究センター所在地 

  東京都立墨東病院内（東京都墨田区江東橋四丁目２３番１５号） 

 

３ 連携研究センターの体制 

センター長 （足立 健介 東京都立墨東病院院長） 

センター長 （越前 宏俊 明治薬科大学学長） 

リサーチ・コーディネーター （安 武夫 明治薬科大学准教授） 

 

（連携研究センター体制図） 

 

 

 

 

  

リサーチ・コーディネーター 安 武夫 

センター長 足立健介院長・越前宏俊学長 

墨東病院 

呼吸器内科 

 部長 小林 正芳 

集中治療科 

 部長 牧野 淳 

産婦人科 

 部長 岩瀬 春子 

感染症科 

 医長 阪本 直也 

血液内科 

 医長 小林 真之 

薬剤科 

 科長 城田 幹生 

明治薬科大学 

薬物治療学 

 教授   櫛山 暁史 

 

治療評価学 

 准教授  安 武夫 

 

大学院薬学研究科科長 

微生物学 

 教授   杉田 隆 

 

微生物学 

 准教授  松本 靖彦 

研究 

教育 

検査科 

協力 

調整・サポート 



 

４ 今後の連携事業 

  墨東病院の医療資源と明治薬科大学の研究・教育力を活かし、以下のとおり、各研究・

教育に取り組んでまいります（次年度以降開始予定含む）。 

（１）研究 

〇がんに対する分子標的治療薬の個別化医療 

 分子標的治療薬の血液中濃度には様々な原因で個人差があり、その濃度を測る方法の

開発や、血液中濃度と治療効果及び副作用の関係を明らかにする研究を実施します。 

〇感染症に対する個別化医療 

 感染症治療薬の血液中濃度と治療効果及び副作用の関係を明らかにする研究のほか、

世界中で問題となっている薬剤耐性に関する研究を実施します。 

〇糖尿病治療への橋渡し研究 

 糖尿病は、がんや感染症の発症や治療効果に影響を及ぼすと考えられています。有

効で安全な医療を提供する視点から糖尿病の治療に関する研究を実施します。 

〇明治薬科大学が臨床に応用可能な技術を提供し、臨床研究の促進に寄与します。 

 

（２）教育 

〇明治薬科大学４、５年生の一部の学生が墨東病院にてインターンシップ 

〇明治薬科大学４、５、６年生の卒業研究の実施 

〇明治薬科大学大学院へ墨東病院薬剤科職員が入学し、博士号の取得を目指し学修 

〇墨東病院薬剤科職員への研究に対する指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≪問合せ先≫ 

墨東病院 事務局計画課 

電話 ０３－３６３３－６１５１ 

明治薬科大学 総務部広報課 

電話 ０４２－４９５－８６１５ 

連携研究センター設立キックオフミーティングの様子 

 （撮影時のみマスクを外しています） 


